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1 はじめに

1.1 オンライン，オフライン・コミュニケーション

計算機と通信を用いてコミュニケーションをとること

を「オンライン・コミュニケーション」という．電子メー

ルやチャット，近年ではSkype， Twitterのようなサービ

スを用いて，主に顔を見せることなく人と話をする．こ

の言葉の対義語として「オフライン・コミュニケーショ

ン」という言葉がある．これは，電子デバイスを用いず

に顔を突き合わせていわゆる普通に対話をすることであ

る．本研究では，この「オフライン」のコミュニケーショ

ンをサポートすることを目的とする．

1.2 コミュニケーションのさまざまな形態

コミュニケーションにはさまざまな手段がある．電子

的なデバイスを必要としない従来から存在する Face To

Faceのコミュニケーションでは，音声，相手のしぐさや

手ぶり身振りなどの視覚的情報などを直接用いてコミュ

ニケーションする．一方，オンライン・コミュニケーショ

ンでは，テキスト情報によるメールやチャットや Twitter，

音声や映像を用いたSkypeなどのさまざまな手段がある．

これらは何か１つの方法があれば良いというわけではな

く，それぞれの特徴に合わせて人は使い分けている．例

えば，重要な用件や即時性を必要とする場合には電話を

かけたり，相手の都合に合わせてメッセージを読んでお

いてもらえればよいのであれば， Twitterの@メッセー

ジを使ったりする．

1.3 電子備忘録によるオフライン・コミュニケーション

の支援

さまざまなコミュニケーションの形態の中で，「わざ

わざメール等で伝える程の事ではないので，直接会った

ときに話をする」という用件がある．しかしそう思って

いても実際に会ったときに，その事を忘れてしまい言い

忘れてしまうこともある．そこで本研究では，直接会っ

たときのために予めメッセージを保存し，そして実際に

あったときにその事を思い出させてくれる，電子的な備

忘録のようなシステムについて提案する．
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システムは，すれ違い通信と呼ばれるアドホック通信

を用いて実現される．ユーザはアドホック通信が可能な

デバイスを持ち，そのデバイスが登録した友達のデバイ

スと通信可能な範囲に入ったときに，予め保存している

メモが自分のデバイスの方でバイブレーションなどと共

に通知される．

2 関連研究

すれ違い通信を用いたものとしては，株式会社スクウェ

ア・エニックスのドラゴンクエスト∗が有名である．また

株式会社カヤックは，EncounterMe†というソフトによっ

て街ですれ違った人を知ることができる iPhoneアプリを

提供していた．これらは主にオンラインにおけるコミュ

ニケーションを支援するためにアドホック通信を使用し

ている．

一方，オフラインを支援する研究としては，松田ら [1]

のHuNeASがある．これはRFIDを持つユーザの付近に

ある巨大ディスプレイにそのユーザの知りたい情報を表

示し，たまたまそこを通りかかった人がそれを見てコミュ

ニケーションが開始する，というオフライン支援を行っ

ている．また三宅ら [2]は，RFIDを用いて実空間上にお

ける場所と人の行動を計測し，例えば知り合いではなく

てもよく同じ場所に居るというような潜在的な関係を明

らかにしようとしている．これらの研究は，オフライン

支援のためにアドホック通信やそれに準ずる機能を使っ

ていることは本研究と同様であるが，主に新たな出会い

を期待していることが本研究とは異なる．本研究では既

に友達として成立している間における更なるオフライン・

コミュニケーションの促進として位置づけられる．

3 友達探索支援アプリケーション

提案するシステムは，次のような機能を持っている．

• 友達のアイコンと名前を登録できる．
• 直接会ったときに伝えたい用件を保存できる．
• 直接会ったときにバイブレーションと音によって保
存していた用件をユーザに知らせることができる．

• 近くに居る友達の一覧を表示できる．
∗http://www.square-enix.co.jp/uh/title/ntr-p-ydqj.html
†http://www.kayac.com/service/smartphone/727
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図 1: すれ違い通信時に，予め保存しておいたメッセー

ジが自分のデバイスに表示される．

図 2: 友達探索支援アプリケーションの画面: アイコンは

登録した友達が近くに居るかどうかを表し，保存した自

分へのメッセージは近くに対象の人が居るときにポップ

アップする．

これらを用いてユーザは，自分自身に対してのメール

を送信するように友達に対する用件を保存できる．その

メールが着信するのは，図 1のようにその友達が物理的

に近くに入ったときである．この物理的に近くに入った

ということの検知は，Bluetoothなどの近距離無線通信

を使用することを前提とする．

ユーザは図 2のような画面によってシステムを利用す

る．表示されているアイコンは，登録した友達を表して

いる．アイコンが灰色で無効化されているときは，近く

にその友達が居ないことを表す．また友達がすれ違い通

信の範囲に入ったときに，予め保存しておいた用件がバ

イブレーションとともにポップアップして知らせてくれ

る．

4 iPhoneによる実装と動作検証

図 3: 左の人のうちの 1人が持つデバイスに反応して，

右の人のポップアップが表示される．

図 4: 教室の中の人のデバイスに反応して，教室のドア

付近でポップアップが表示される．

iPhone SDKには，GKSessionというBluetoothによる

すれ違い通信を実現するためにライブラリが用意されて

いる．本研究ではこのライブラリを用いてすれ違い通信

を実現した．そして， iPod touch上に実装したシステム

について，新潟国際情報大学の構内で簡単な動作検証を

行った．

図 3は，大学の廊下で友人と会った場合の例である．

iPod touchのBluetoothは，通信間の障害物が無い場合

には，我々の実験環境では，良いときで二十数メートル

の通信距離を実現していた．よって人が多い廊下では，

人間が気付くよりも早くデバイスが反応しポップアップ

が表示されることも多かった．そのようなときに，ポッ

プアップが表示されたにもかかわらず，その実際の友達

がどこに居るのか分からないこともあった．

図 4では教室で友達と会った場合の例である．大学の

教室では，大きな教室の場合には同じ教室に居ても友達

の存在に気付かないこともある．そこでこのシステムが

友達が居ることを教えてくれることになる．実際には，

ドアを開けて教室に入ったときにシステムが反応するこ

とが多かった．これはBluetoothの電波が鉄製のドアに

遮蔽されて通信できず，教室の内外で通信することがで

きなかったからである．

5 おわりに

本研究では，すれ違い通信を用いた電子備忘録のよう

なシステムによってオフライン・コミュニケーションを

支援するシステムについて提案した．コミュニケーショ

ンの手段には数多くの手法があり，それらは混在してい

ることが望ましいと考える．そのうちの 1つの方法とし

て提案した手法が確立することを期待する．
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